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　本稿では，英語の指導や学習を行う際に「品詞」の理解が必要不可欠であることを論じる。具体的には，中学校や
高等学校で扱われる文法項目を品詞の観点から整理し，それらを正確に理解するためには品詞の理解が不可避である
ことを論じる。また，中学校や高等学校で扱われる文法項目の多くが動詞に関わるものであること，加えて，いわゆ
る「文型」を決定付けるのは動詞であることから，数ある品詞の中でも「動詞」を理解することが英語学習上，きわ
めて重要であることを指摘する。最後に，「転換」と呼ばれる方法により形成された単語の例を挙げ，そのような単
語の中には発音，その中でも強勢の位置が品詞の違いと密接に関連しているものがあることを議論し，品詞の理解が
単語の発音の学習をする際にも有益であることを示す。
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１．はじめに
　現在まで英語の指導法が多く考案され，その中で文法
の指導をどのように行うべきかについても様々な観点か
ら検討がされてきた。例えば，文法訳読法では，指導者
が文法事項を解説し，学習者がそれを記憶するというよ
うな演繹的方法が採用されてきた。また，オーディオリ
ンガルメソッドでは言語の習慣形成の観点からパターン
プラクティスなどを通して文法の指導が行われ，近年で
は，コミュニケーション活動を行いながら言語の形式的
側面にも学習者の注意を向けさせる「フォーカス・オン・
フォーム」による手法が注目を集めている（以上，鈴木
（編著） (2017)）1。さらには，フォーカス・オン・フォー
ムによる文法指導を目的としたワークシート集（佐藤（編） 
(2012a, b, c, d)）や，この手法を用いた授業実践の結果
も報告されている（伊藤・大和 (2005)）。
　このように英語教育における文法指導については多く
の検討が重ねられてきたが，多くの場合，不定詞，現在
完了形や関係代名詞のような個々の文法項目の指導をど
のように行うべきかについての研究や実践報告，教材作
成例であり，文法指導を行う上で不可避であると考えら
れる品詞の理解やその指導法についての研究や実践報告
は文法項目の指導法と比較して，それほど多くはないよ
うに思われる（ただし，児玉 (2019) は，品詞の重要性
を指摘している貴重な論考である）。
　以上の背景を踏まえ，本稿では，英語教育における品
詞の理解や指導の重要性について英語学の知見をも取り
入れながら検討する。具体的には，中学校や高等学校で
指導の対象とされている文法項目について，品詞の観点
から整理し，各文法項目の正確な理解やその運用のため
には，品詞の理解が必要不可欠であることを指摘する。
また，「転換」と呼ばれる語形成の方法についても取り
上げ，品詞と発音（その中でも特に強勢の位置）が密接
に関係している例があること，そして，品詞の理解が不
十分な状態では英単語が正確に発音できない可能性があ
ることを指摘し，英語の授業における品詞指導の重要性
を論じる。
　本稿の構成は以下の通りである。第２節で研究の目的
と調査手法を提示する。第３節では調査の結果をまとめ，
文法項目の理解には品詞の理解が必要不可欠であること
を議論する。第４節では「転換」による語形成を取り上
げ，品詞と発音の関連性について考察する。第５節では，
本稿の議論をまとめる。
２．研究の目的と調査手法
　前節で指摘した背景を踏まえ，本稿では以下の項目に
ついて調査を行う。
　⑴　 中学校や高等学校の英語科の授業で指導の対象と
されている文法項目にはどのようなものがあるか。
　⑵　 それら文法項目を理解するにはどの程度，品詞に
対する理解が求められるのか。
上記の項目を調査するにあたり，以下の手法を採用
する。
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　⑶ 　 中学校および高等学校で使用されている英語科の
検定教科書から，指導対象とされている文法事項
を抽出する。
　⑷　 抽出した文法事項を「品詞」の観点から整理する。
具体的には，抽出した文法項目を動詞が関与する
もの，名詞が関与するもの，形容詞・副詞が関与
するもの，その他の品詞の語が関与するものに分
類し，整理する。
　上記のように，本稿では検定教科書に限定して文法項
目の特徴を考察し，中学生や高校生を対象とした学習参
考書に掲載の項目は調査の対象としない。この理由は，
検定教科書は学習指導要領に基づいて編纂され，中学校
や高等学校の英語の授業で必ず用いられる，つまり，検
定教科書に掲載されている事項については，英語の学習
過程ですべての中学生や高校生が触れると考えられるか
らである。一方，参考書を用いた学習は英語を理解する
上で必須とは言えず，また，参考書では文法項目の詳細
な解説がされ，英語上級者向けの発展的な項目も含まれ
ていると考えられることから本調査の対象からは除外し
た。２また，小学校の外国語活動や英語科の授業で扱わ
れる「文法項目」については，神谷・西垣・安部・小山・
物井 （2019) で調査結果が報告されているが，小学校で
は明示的な文法指導が行われるとは限らないので本稿で
は調査の対象に含めなかった。ただし，小学校段階にお
ける「文法項目」は神谷他（上掲論文）の「文法項目系
統表」から読み取れるように，中学校や高等学校で指導
の対象とされている文法項目の部分集合であり，中学校
や高等学校で扱われる文法項目に品詞の概念が重要であ
ることを示すことができれば，必然的に小学校で扱われ
る言語材料の理解にも品詞の概念が必要であることが導
き出せる。
　次節では上記の手法を採用して文法項目を調査した結
果と，品詞の観点からそれらを分類，整理した結果につ
いて報告する。
３．調査結果
　本節では第２節で提示した調査手法をもとに中学校と
高等学校で扱われる文法項目について概観する。はじめ
に指導対象とされている文法項目について列挙し，続い
て，それらを品詞の観点から整理する。
はじめに，中学校で扱われる文法項目について述べる。
表１に示す文法項目および例はすべて New Horizon 
English Course 3 ，pp. 124‒125（2013年発行）に掲載さ
れているものであり，平成29年告示の『中学校学習指導
要領』（文部科学省 (2017a)) および，『中学校学習指導
要領解説外国語編』（文部科学省 (2017b)）に掲載されて
いる項目（例えば「仮定法の基本的なもの」）は含まれ
ていない（文法項目については神谷・西垣・小山(2016)，
および神谷・西垣・安部・小山 (2017) も参照）のこと。
表１　中学校で指導・学習の対象とされている文法項目（New Horizon English Course 3 （2013年発行））
文法項目 例 項目の詳細
1 be動詞（現在形，過去形） I am Sakura. ・肯定文
・疑問文
・否定文
2 一般動詞（現在形） I like soccer. ・肯定文
・疑問文
・否定文
3 一般動詞（過去形） We walked around the park yesterday. ・肯定文
・疑問文
・否定文
4 進行形 Sakura is listening to music now. ・現在進行形
・過去進行形
5 名詞, a, an, the It is a restaurant. ・a
・an
・the
・名詞の複数形
6 代名詞 She is my new friend. ・主格
・所有格
・目的格
・所有代名詞（mineなど）
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次に高等学校で指導の対象となっている文法項目に
ついて述べる。Vision Quest English Expression I Advanced 
（平成30年度用）によると，以下の項目が指導の対象と
7 接続詞 If you are interested, please call us. ・if
・that
・when
・because
8 未来表現 I am going to visit Yakushima tomorrow. ・be going to
・will
9 助動詞 We can ride a bike. ・can
・have to
・must
10 形容詞，副詞 Math is interesting. ・形容詞
・副詞
11 比較表現 Astro Boy is older than Doraemon. ・比較級（-er, more）
・最上級（-est, most）
・不規則変化 (bestなど)
・原級比較(as ... as)
12 不定詞 I want to use English in my future job. ・副詞的用法
・名詞的用法
・形容詞的用法
・疑問詞 + to 不定詞
・It is ... to 不定詞
・want 人 to 不定詞
13 動名詞 People enjoyed talking with the brothers. ・目的語位置に出現する動名詞
・主語位置に出現する動名詞
14 受け身 The group is loved by many people. ・肯定文
・疑問文
15 現在完了形 I have lived in Japan for three years. ・様々な用法
・肯定文，疑問文，否定文
16 後置修飾 This is a food made from cacao beans. ・過去分詞の形容詞的用法
・現在分詞の形容詞的用法
・関係代名詞目的格の省略
17 関係代名詞 Becky is the student who comes from Canada. ・主格（先行詞が「人」「物」）
・目的格
18 疑問詞 What is this? ・what
・how many
・who
・what time
・what + 名詞
・which
・where
・whose + 名詞
・when
19 その他 Use this net. ・ 命令文（一般動詞，be動詞，
否定文，let’s）
・there is /are ...
・第２文型（lookなど）
・第４文型
・第５文型
・間接疑問文
されている。なお，表２のlesson，文法項目，例，項目
の詳細は上掲書による。
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Lesson 文法項目 例 項目の詳細
1 文の種類 I am a student.
I play tennis.
・平叙文（肯定文と否定文）
・疑問文
・命令文
・感嘆文
2 文型と動詞 The girl smiled shyly. ・主語と動詞／目的語／補語
・SV（主語＋動詞）
・SVC（主語＋動詞＋補語）
・SVO（主語＋動詞＋目的語）
・SVOO（主語＋動詞＋目的語＋目的語）
・SVOC（主語＋動詞＋目的語＋補語）
・There + be動詞＋主語
・自動詞と他動詞
・注意すべき自動詞と他動詞
3 時制 I love you. ・現在形
・現在進行形<am/are/is + doing>
・過去形
・過去進行形<was/were + doing>
・<will + 動詞の原形>で未来を表す
・<be going to + 動詞の原形>で未来を表す
・未来進行形<will be + doing>
・時や条件を表す副詞節の中で用いる現在形
・進行形・現在形の注意すべき用法
4 完了形 The party had already started when 
we arrived.
・現在完了形<have [has] + 過去分詞>
・現在完了進行形<have [has] been + doing >
・現在完了形と一緒に使える語句・使えない語句
・過去完了形<had + 過去分詞>
・過去完了進行形<had been + doing >
・時間的な前後関係を表すための過去完了形（大過去）
・未来完了形<will have + 過去分詞>
5 助動詞 She can play the piano. ・can/could
・may/might
・mustとhave to do
・should/ought to doとhad better do
・will/would
・used to do
・<助動詞 + have + 過去分詞>
・wouldを含む慣用表現
・may/mightを含む慣用表現
6 受動態 She is loved by the kids. ・受動態の意味と形 <be動詞 + 過去分詞>
・受動態の否定文と疑問文
・未来を表す受動態／助動詞を含む受動態
・進行形の受動態／完了形の受動態
・SVOOの受動態
・SVOCの受動態
・sayを使った受動態
・群動詞の受動態
・by以外の前置詞が使われる受動態
7 不定詞 Her dream is to be a singer. ・不定詞（to + 動詞の原形）の名詞的用法
・不定詞の形容詞的用法
・不定詞の副詞的用法
・不定詞の意味上の主語
・SVO + to不定詞
・SVO + 原形不定詞
・疑問詞 + to不定詞
・不定詞の否定形
・不定詞が表す＜時＞
・不定詞の進行形・受動態
・不定詞を使った慣用表現
表２　高等学校で指導・学習の対象とされている文法項目
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Lesson 文法項目 例 項目の詳細
1 文の種類 I am a student.
I play tennis.
・平叙文（肯定文と否定文）
・疑問文
・命令文
・感嘆文
2 文型と動詞 The girl smiled shyly. ・主語と動詞／目的語／補語
・SV（主語＋動詞）
・SVC（主語＋動詞＋補語）
・SVO（主語＋動詞＋目的語）
・SVOO（主語＋動詞＋目的語＋目的語）
・SVOC（主語＋動詞＋目的語＋補語）
・There + be動詞＋主語
・自動詞と他動詞
・注意すべき自動詞と他動詞
3 時制 I love you. ・現在形
・現在進行形<am/are/is + doing>
・過去形
・過去進行形<was/were + doing>
・<will + 動詞の原形>で未来を表す
・<be going to + 動詞の原形>で未来を表す
・未来進行形<will be + doing>
・時や条件を表す副詞節の中で用いる現在形
・進行形・現在形の注意すべき用法
4 完了形 The party had already started when 
we arrived.
・現在完了形<have [has] + 過去分詞>
・現在完了進行形<have [has] been + doing >
・現在完了形と一緒に使える語句・使えない語句
・過去完了形<had + 過去分詞>
・過去完了進行形<had been + doing >
・時間的な前後関係を表すための過去完了形（大過去）
・未来完了形<will have + 過去分詞>
5 助動詞 She can play the piano. ・can/could
・may/might
・mustとhave to do
・should/ought to doとhad better do
・will/would
・used to do
・<助動詞 + have + 過去分詞>
・wouldを含む慣用表現
・may/mightを含む慣用表現
6 受動態 She is loved by the kids. ・受動態の意味と形 <be動詞 + 過去分詞>
・受動態の否定文と疑問文
・未来を表す受動態／助動詞を含む受動態
・進行形の受動態／完了形の受動態
・SVOOの受動態
・SVOCの受動態
・sayを使った受動態
・群動詞の受動態
・by以外の前置詞が使われる受動態
7 不定詞 Her dream is to be a singer. ・不定詞（to + 動詞の原形）の名詞的用法
・不定詞の形容詞的用法
・不定詞の副詞的用法
・不定詞の意味上の主語
・SVO + to不定詞
・SVO + 原形不定詞
・疑問詞 + to不定詞
・不定詞の否定形
・不定詞が表す＜時＞
・不定詞の進行形・受動態
・不定詞を使った慣用表現
8 動名詞 Playing basketball is fun. ・動名詞の用法「～すること」
・動名詞の意味上の主語
・動名詞の否定形
・動名詞が表す＜時＞
・動名詞の受動態
・動名詞を使った慣用表現
・前置詞toの後に動名詞がくる表現
・動名詞／不定詞を目的語とする動詞
・目的語が動名詞と不定詞で意味が異なる動詞
9 分詞 Be careful of the broken glass. ・ 名詞を修飾する分詞（限定用法）「～している…」
「～された…」
・補語になる分詞（叙述用法）
・知覚動詞 + O + 現在分詞／過去分詞
・使役動詞 + O + 過去分詞
・分詞構文の形と働き
・分詞構文が表す意味
・完了形の分詞構文
・独立分詞構文／慣用的な分詞構文
・ 付帯状況を表す <with + 名詞 + 現在分詞／過去
分詞>
10 関係詞 I met a woman who can speak 
French.
・関係代名詞（主格のwho, which）
・関係代名詞（目的格のwhom [who], which）
・関係代名詞（所有格のwhose）
・関係代名詞（主格のthat, 目的格のthat）
・前置詞の目的語になる関係代名詞
・関係代名詞のwhat 「～すること［もの］」
・関係代名詞の限定用法と非限定用法
・句や節を受ける非限定用法のwhich
・関係副詞
・関係副詞の非限定用法
・複合関係代名詞
・複合関係副詞
11 比較 Tony is as tall as you (are). ・原級を使った比較表現
・比較級を使った比較表現
・比較級を使った慣用表現
・最上級を使った比較表現
・原級・比較級を使って最上級の意味を表す
12 仮定法 If I were free, I could go with you. ・直説法と仮定法
・仮定法過去と仮定法過去完了
・if節は仮定法過去完了，主節は仮定法過去
・未来のことを表す仮定法
・ifの省略（倒置形）
・wishを使った仮定法
・as ifを使った仮定法
・仮定法を使った慣用表現
・ifを使わない仮定法
　上記の表１と表２から明らかなように，中学校や高等
学校で指導・学習の対象とされている文法項目は多岐に
わたる。上記の表は，いわゆる「文法項目」の観点から
整理したものであるが，これらを品詞の観点から整理す
ると，表３に示す結果が得られる。なお，紙幅の都合上，
表３では各文法項目の詳細は省略してある。また，動名
詞や分詞などは複数の品詞の理解が求められる事項であ
るが，表３では便宜上，前者は「名詞」に，後者は「形
容詞・副詞」に関連付けられる項目として整理してある3。 　
同様に，不定詞も「to＋動詞の原形」であることから，
動詞の理解が求められると同時に，いわゆる「名詞的用
法」「形容詞的用法」「副詞的用法」の３用法があること
を考えると，それぞれ名詞，形容詞，副詞の理解が必要
とされるが，以下の表では，便宜上，「動詞」に分類し
てある。
　表３から，文法項目の理解には品詞の理解が必要であ
ること，また，その中でも特に「動詞」に関係している
項目が多いことが理解できる。例えば，受動態（受け身
の文）や完了形の文では，動詞の過去分詞が用いられる
が，どの語が「動詞」であるのかが理解できていないと，
その過去分詞形を正しく表出することができず，結果と
して，受動態や完了形の文を産出することができない。
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つまり，動詞の理解が不十分な状態では動詞以外の語に
過去分詞を表す接辞の-en（または，-ed）を学習者が付
加する可能性も考えられる。名詞や形容詞・副詞に関し
ても同様の問題が生じる可能性がある。以上から，中学
校や高等学校で文法を指導・学習する際には，品詞の理
解，その中でも特に動詞の理解が不可避であると結論で
きる。
４．動詞の重要性
　前節では，中学校や高等学校で指導・学習の対象とさ
れている文法項目を正確に理解するためには品詞の理解
が必要不可欠であることを見た。高等学校卒業時までに
は生徒は品詞の概念も含めこのすべてを理解する必要が
あると考えられるが，上述したように，文法項目や品詞
が多岐にわたることに加え，学習の初期段階からすべて
の品詞（や文法項目）について指導を行うのには困難を
伴う。このような状況を踏まえ，本節では，どの品詞か
ら指導・学習を始めるべきかという問題について検討し，
動詞の指導・理解が重要であることを論じる。
　学習の初期段階，および，ある程度学習が進み，既習
の項目を振り返り，項目の整理や関連付けを行う段階４
では動詞を中心に学習を行うべきであると考えられるが，
その理由の１つに，動詞が関わる文法項目が非常に多い
ことが挙げられる。前節で中学校や高等学校で扱われる
文法項目について品詞の観点から検討したが，その結果
品詞 中学校 高等学校
動詞
（助動詞も含む）
・be動詞（現在形，過去形）
・一般動詞（現在形，過去形）
・進行形
・未来表現
・助動詞
・不定詞
・受け身
・現在完了形
・命令文（let’sも含む）
・there is/are ...
・文型（の一部）
・間接疑問文
  （12項目）
・文の種類
・文型と動詞
・時制
・完了形
・助動詞
・受動態
・不定詞
・仮定法
  （８項目）
名詞 ・冠詞
・複数形
・代名詞
・動名詞
・関係代名詞
・疑問詞の一部（whatなど）
  （６項目）
・動名詞
・関係詞（その中でも関係代名詞）
  （２項目）
形容詞・副詞 ・形容詞，副詞
・比較表現
・後置修飾
・疑問詞の一部（when, howなど）
  （４項目）
・分詞
・関係詞（その中でも関係副詞）
・比較
  （３項目）
その他の品詞 ・接続詞（ifなど）
  （１項目）
  （該当項目なし）
表３　品詞と文法項目の関係
から明らかなように，多くの項目に動詞が関与している。
したがって，動詞についての理解が多くの文法項目の理
解を促進する可能性がある。ただし，文法項目自体に，
理解が容易なものがある一方で，習得が困難であるもの
も存在し，「動詞」が理解できればすべての動詞が関与
する文法項目がただちに理解できるとは限らないことに
も留意しなければならない。例えば，主語が３人称単数
形で，現在の事象を描写する文では，動詞はいわゆる「３
単現の-s」を伴って表出しなければならないが，日本人
英語学習者はそれを欠落させることがあり，英語の習熟
度が高くなるにつれて欠落が減少することが知られてい
る （吉村・中山 (2010)）。
　上記に加え，動詞が文の「中心的」要素であり，いわ
ゆる「文型」に深く関わっているという事実も動詞を中
心に指導すべきであることの理由として挙げられる。中
学校や高等学校などでいわゆる「５文型」に言及するこ
とがあるが，文型を決定しているのは動詞（より正確に
は動詞の表す意味や，そこから導出される「項構造」）
であることが言語研究により明らかにされている（なお，
本稿では「５文型」の妥当性については検討しない）。
例えば，(5a)はいわゆる「第１文型」の例であるが，
ここで用いられている動詞はsmileであり，「笑う」と
いう行為が成立するためには，それを行う人物（行為者，
動作主）が必要である。したがって，(5a) は主語と動詞
から構成される「第１文型」の文である。また，(5b)で
はhappyという状態に関与する人やモノが必要であり，
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それが主語として表出し，第２文型の文を形成している。
同様に，(5c)では動詞が表す行為に関わる行為者と行為
の対象物が，(5d)では行為者と対象物の譲渡先，対象物が，
(5e)では行為者，対象物に加えて対象物を叙述する要素
が表出しているが，これらの要素は動詞が要求するもの
である。
　⑸　a.　Mary smiled happily.
　　　b.　He is happy.
　　　c.　I bought a book yesterday.
　　　d.　I gave him the book.
　　　e.　We call the dog Pochi.
このように，動詞やその意味が文型を決定づけるという
事実からも，動詞の指導から始めるのが良いと思われる。
さらに，動詞の理解に伴い，名詞や形容詞，副詞など，
他の品詞の理解も必要とされることも注目に価する。例
えば，⑸に挙げるどの文にも主語が表出している。多く
の場合，主語は名詞句であり，したがって，動詞や文型
の理解に伴い，主語を構成する名詞についての理解も深
まるものと思われる。さらには，いわゆる第２文型や第
５文型では，それぞれ主語や目的語を叙述する要素（つ
まり，「補語」）として名詞や形容詞が用いられることが
あり，結果的に，文型の学習が進めばこれらの品詞に対
する理解も深まるものと考えられる。なお，学習者の負
担を考慮して，すべての品詞についての指導を一度に行
うのではなく，文の形式が比較的単純で理解が容易なも
のから複雑なものへと指導を進めていくべきであるとい
うことはいうまでもない。
５．品詞と発音
第３節と第４節では，中学校や高等学校で指導や学
習の対象とされている文法項目全般について取り上げ，
品詞の観点からそれらを検討し，文法項目の理解には品
詞の理解が必要不可欠であることを論じた。本節では，
英語における個々の文法項目ではなく，特定の語に焦点
をあて，品詞と語の発音が密接に関係している例がある
こと，したがって，語（やその語が含まれている文）を
正確に発音するには品詞の理解が必要不可欠であること
を議論する。
本節で取り上げる事項は，単語の形成方法を研究す
る分野（専門的にはいわゆる「形態論」）で長期にわた
り研究の対象とされている「転換 (conversion)」とよば
れているものである5｡「転換」とは，単語の形は変えず
に品詞を変化させることにより新語を生み出す方法であ
る。なお，品詞の変化に伴い，意味の変化が生じること
にも注意しなければならない。例えば，(6a)は名詞の
bagが単語の形（スペリング）を保持したまま動詞へと
品詞が変化し，過去を表す接辞-edが付加している例で
ある。⑹に挙げるこの他の例も同様である。
　⑹　a.　He bagged the goods.　（名詞のbagが動詞化）
　　　b.　The assault was recorded on tape.　
　　　　　　　　　　　　（動詞のassaultが名詞化）
　　　c.　 These Olympic hopefuls are not ready for  
action.（形容詞のhopefulが名詞化）
　　　d. 　They emptied the bath.　
 （形容詞のemptyが動詞化）
　　　e. 　These silly stories are not very amusing at all.
　 （ 動詞amuseに接辞-ingが付加した上で品詞
が形容詞に変化）
　　　f.　He downed his drink.　（前置詞のdownが動詞化）
　　　（ Aarts (2011: 38)；かっこ内の注釈はAartsの説
明をもとに筆者が作成）
転換による語形成で注意しなければならないのは，
品詞の変化に伴い単語の発音や強勢の位置も変化する例
が見受けられることである。例えば，⑺に挙げるrecord
は，動詞では強勢が第２音節に置かれるが，名詞の場合
には，それが第１音節に置かれる。なお，⑺で大文字は
強勢が置かれる音節を表す（以下同様）。
　⑺　a.　reCORD　　 （動詞；「記録する」）
　　　b.　REcord　　 （名詞；「記録」）
以下の⑻-(10)に挙げる例も同様である。なお，⑺-(10)
の例のように，転換が関与し，強勢の位置が異なる動詞
と名詞のペアにおいては，動詞から名詞が形成されたと
考えられている（Quirk et al. (1985)，大石 (1988) など)6｡
　⑻　a. 　conDUCT （動詞；「行動する」）
　　　b. 　CONduct （名詞；「行動」）
　⑼　a. 　conTRAST （動詞；「対照する」）
　　　b. 　CONtrast （名詞；「対照」）
　⑽ 　a.　proTEST （動詞；「抗議する」）
　　　b. 　PROtest （名詞；「抗議」）
 （大石 (1988: 169) を修正）
上記 ⑺-⑽ の例から明らかなように，転換が関わる単
語の一部については，強勢の置かれる位置が予測可能で
ある。具体的には，名詞の場合には強勢がその語の前寄
りの音節に，動詞の場合には，それが後ろ寄りの音節に
置かれることがあり，この「規則」はいわゆる「名前動
後」として広く知られている。これらの例から，強勢の
位置や強勢の置かれない音節の母音に注意を払いながら
正確に発音するためには，当該の語の品詞が何であるか
を理解することも必要であろう7,8。
　上記に加えて，Quirk et al. (1985) や大石 (1989) で指
摘されているように，転換は子音や母音の発音，スペリ
ングに影響を与える場合がある。例えば，⑾において，
各語の語末の子音は名詞では無声音であるが，動詞では
それが有声音に変化する。
　⑾　a. 名詞 [-s] 動詞 [-z]
　　 house　（家） house　（家に入れる）
　 advice　（忠告） advise　（忠告する）
　 use　（使用）　　 use　（用いる）
　　　b. 名詞[ -f]　　　　 動詞 [-v]
　 grief　（悲嘆）　  grieve　（嘆き悲しむ）
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　　　　　half　（半分） halve　（半分に分ける）
　　　　　belief　（信念） believe　（信じる）
　　　c. 名詞 [-ϑ] 動詞 [-ð]
　　　　 mouth　（口） mouth　（口に入れる）
　　　　 sheath　（さや） sheathe　（さやに収める）
　　　　 wreath　（花輪） wreathe　（花輪にする）
 （大石 (1989: 182)； Quirk et al. (1985: 1566) も参照）
同様に，(12)は母音が変化する例である。
　⑿  a. [-e-] [-i:-]
　　　　 breath　（息） breathe　（息をする）
　　　b. [-æ-] [-ei-]
　　　　 bath　（風呂） bathe　（入浴する）
 （大石 (1989: 182)； Quirk et al. (1985: 1566) も参照）
　上述した「名前動後」や子音や母音の変化に関する指
導法の詳細やその教育的効果に関しては後考に譲り，本
稿では以下のような指導法を示唆するにとどめたい。こ
れまで，文法の指導においては文法訳読法に代表される
ような演繹的指導が主流であったが（第１節も参照），
近年は学習者主体の学習法が重視されてきている。この
ような背景から，転換による語形成と発音の関係性を指
導する際にも，指導者の一方的な解説に終始せず，複数
の具体例を提示してそこから「規則」を学習者自らが帰
納的に導きだすような指導をするのが良いと考えられる。
例えば，⑺-⑽のような転換が関与する語が含まれる例
を学習者に提示し，当該の語に学習者の注意を向けさせ，
品詞の違いを考えさせた上で，強勢の位置や発音の変化
にも学習者の意識を向けさせ，品詞が異なると強勢の位
置，あるいは発音（やスペリング）が異なることを理解
させるのが良いと思われる。例えば，(13a)ではrecord
に過去分詞を表す-ed (-en) が付加し，それがbe動詞（と
否定を表すnot）に後続する位置に置かれていることから，
それが動詞であることを，また，(13b)ではrecordに複
数形語尾の-sが付加し，主語位置にあることからそれが
名詞であることを理解させた上で，例文の音読などを通
して当該の語の発音（特に強勢の位置）が異なることを
提示し，品詞と発音の違いを学習者に導出させるという
手法が考えられる。
　⒀　a.　Where he lived is not recorded.
 （『新編　英和活用大辞典』）
　　　b.　Records are made to be broken.
 　（『ジーニアス英和辞典　第４版』）
 （下線は筆者による）
また，一般的に，規則の導出で終わるだけでは不十分で
あると考えられることから，時間的に余裕があれば，「規
則」の理解の後に学習者自らが同様の例を検索し，「規
則」が他の語にも適用できることを検証させるのが良い
であろう9。
６．まとめ
　本稿では中学校や高等学校で扱われる文法項目に焦点
をあて，品詞の観点からそれらを検討した。そして，品
詞の概念の理解が文法項目の理解に必要不可欠であるこ
と，また，動詞に関連した項目が多く，それゆえ，動詞
の指導から始めるべきであることを論じた。さらに，転
換により派生された単語の音韻的特徴についても触れ，
品詞と発音，その中でも強勢の位置に関係性がある単語
がみられることから，品詞の理解が単語や文の正確な発
音につながることを示した。
注
１なお，鈴木（編著） (2017)ではこのほかに，意味重視
の指導法についての言及がある。
２あくまで，本稿の目的に鑑みて学習参考書を調査の対
象から除外するということであって，文法の参考書自
体を否定するものではない。それどころか，英語の文
法体系を理解するのに際して，文法項目に沿って整
理・記述がなされている参考書は大変に有益であると
考える。
３例えば，動名詞は「動詞」に-ingを付加することで形
成され，それが主語や目的語の位置に生起するという
点で「名詞」としての性質を持つ。また，詳細は省略
するが，動名詞はofを伴わない形で基体動詞の目的
語を従える場合があることから，「動詞」としての性
質を保持しているものもある。
　　現在分詞や過去分詞は，「動詞」に分詞を表す接辞
である-ingや-enを付加することで形成されることか
ら明らかなように，「動詞」の理解が求められる項目
である。また，それと同時に，それが「形容詞」や「副
詞」としての機能も持つことから（前者はいわゆる「分
詞の形容詞的用法」，後者はいわゆる「分詞構文」），「形
容詞・副詞」に対する理解も必要である。
４平成29年告示『中学校学習指導要領解説外国語編』（文
部科学省 (2017b: 92)）では以下のように，項目間の「関
連付け」についての言及があることから，文法項目も
学習のある段階で整理，関連付けを行うべきであると
考えられる。
　 エ　 文法事項の指導に当たっては，次の事項に留意す
ること。
　 ア 　 英語の特質を理解させるために，関連のある文法
事項はまとめて整理するなど，効果的な指導がで
きるよう工夫すること。（下線は筆者による）
５「転換」は「ゼロ派生 (zero-derivation)」と呼ばれる
こともある。
６転換により強勢の位置が変わる語のリストについては，
Quirk et al. (1985: 1566-1567) も参照のこと。
７ 中学校や高等学校で指導の対象とされる単語にどの程
度，転換が関わり，また，どの程度，発音（特に強勢
の位置）に注意を払うべきかについては，今後の研究
課題としたい。ただし，いわゆる「受験英語」におい
てしばしば「名前動後」の知識を問う問題が出題され
ることを踏まえると，転換と発音の関連性は軽視でき
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ないように思われる。
8  なお，転換により形成された語は上述したように強勢
の位置が変化するものがある一方で，promiseのよう
に品詞に関わらず強勢の位置が同一であるものが知ら
れている（Quirk et al. (1985) も参照）。
９ 規則の定式化で指導を終わらせてはならないのは，ご
く限られた例から導出された規則は誤っている可能性
があり，反例が存在しないかどうかを検証する必要が
あるからである（注８も参照）。当該の規則の「反例」
が存在する場合には，その規則を改訂または破棄しな
ければならない。
　 　このような「反例」を言語学的にどのように取り扱
うかは別途検討する必要があるが，教育的観点からは
学習者の負担を増やさないようにするためにひとまず
「例外」として指導しておくのが良いと考えられる。
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